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インターバンクの声 （2015 年 11 月 18 日） 
 

昨夜の海外市場も概ね平穏だった。米消費者物価指数は若干ながら事前予想

を上回り、鉱工業生産は少し弱目だったが、引き続き米連邦準備制度理事会

（FRB）の１２月の利上げ観測が後退する材料は出てこない。欧州株は欧州中

央銀行（ECB）の追加緩和に対する期待やギリシャ支援交渉が進んだことなど

が背景となって堅調だが、防衛・軍事関連企業の株が買われたのが全体を押

し上げていたようだ。過激派組織「イスラム国」拠点への空爆強化とも関連

しているようで、為替市場とは違って微妙に前週末のパリ同時多発テロによ

る影響が株式市場には出ているようだ。ドル円は相変わらず１２３円台でド

ルの上値が重くなってしまっているが、ユーロは４月以来の１．０６ドル台

の安値をさらに切り下げたいようだ。ただ市場参加者の多くは、１９日に公

表される前回の ECB理事会の議事録の内容を確かめたいことや、さらにはユ

ーロの売りポジションが相当大きくなっていることも思い切ったユーロ売り

仕掛けには慎重にさせているようだ。 
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